
昭
和
女
子
大
学 

基
礎
学
力
テ
ス
ト
型
入
試
対
策
講
座

  

 
 
 
 
 
 
 

（
駿
台
予
備
学
校
現
代
文
科
講
師 

今
井
愛
子
） 

  

Ａ 

出
題
傾
向 

ａ
形
式 

60
分
大
問
１
題
（
現
代
文
） 

 
 
 
 
 

ｂ
本
文 

字
数…

…

約
二
五
〇
〇
字 

 
 
 
 

出
題…

…

評
論 

 
 
 
 

出
典…

…

安
田
武
『
手
紙
の
書
き
方
』 

 
 
 
 

難
易
度…

標
準 

 

ｃ
設
問 

難
易
度
は
標
準
で
あ
り
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
設
問
が
中
心
。
全
て
選
択
式
。 

傍
線
部
の
内
容
説
明
、
傍
線
部
の
理
由
説
明
、
接
続
詞
補
充
、
空
所
補
充
、
内
容
合
致
、
本
文
の
論
旨
か
ら
導
け
る
結
果

の
理
解
、
語
彙
、
表
現
、
文
法
、
文
学
史
な
ど
が
出
題
さ
れ
る
。 

問
７
で
は
、「
出
題
文
章
内
の
コ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
文
章
」
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

  

Ｂ 

対
策 

ａ
読
む
力 

文
章
は
標
準
で
あ
り
、
時
間
に
あ
る
程
度
余
裕
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
き
ち
ん
と
訓
練
を
積
み
た
い
。 

 
 
 
 
 

現
代
文
は
ま
ず
課
題
文
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
読
ん
で
い
る
段
階
で
理
解
が
不
十
分
な
場
合
設
問

を
解
け
な
い
た
め
、
し
っ
か
り
文
章
に
向
き
合
っ
て
そ
の
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
正
し
い
読
み
方
を

身
に
つ
け
て
い
こ
う
。 

 
 
 
 
 

日
々
の
学
習
の
な
か
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
を
読
み
、
慣
れ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
。 

 

ｂ
解
く
力 

基
本
的
な
設
問
で
失
点
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
た
い
。 

 
 
 
 
 

特
に
傍
線
部
の
内
容
説
明
や
内
容
合
致
問
題
は
「
ａ
読
む
力
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
焦
ら
ず
ま
ず
は
本
文

の
内
容
を
じ
っ
く
り
読
み
取
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

ｃ
語
彙
力 

漢
字
や
語
彙
の
問
題
は
、
分
量
は
多
く
な
い
と
は
い
え
出
題
さ
れ
る
し
、
語
彙
力
向
上
が
読
解
力
向
上
に
つ
な
が
る
た

め
、
き
ち
ん
と
対
策
し
た
い
。 

学
習
の
際
は
漢
字
の
形
だ
け
で
は
な
く
、
意
味
も
併
せ
て
覚
え
よ
う
。 

  

Ｃ
具
体
的
な
練
習
方
法 

 

一
般
入
試
の
過
去
問
や
参
考
書
を
利
用
し
、
練
習
を
積
む
。 

 

ま
ず
は
時
間
を
は
か
り
、
設
問
を
解
く
。
そ
の
後
答
え
合
わ
せ
を
す
る
前
に
、
も
う
一
度
じ
っ
く
り
本
文
を
読
み
返
し
、
答
え
を

出
し
て
み
る
。
そ
の
際
、
解
答
根
拠
を
明
確
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
答
え
合
わ
せ
を
し
、
１
度
目
と
２
度
目
の
得
点
の
差
を
含
め
本

文
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
漢
字
や
語
句
の
意
味
な
ど
暗
記
す
べ
き
知
識
を
確
認
す
る
。 

  



☆
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
☆ 

ポ
イ
ン
ト
① 

大
事
な
こ
と
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
。 

大
事
な
こ
と
は
、
形
を
変
え
て
繰
り
返
さ
れ
る
。 

 
→

「
大
事
な
こ
と
」
＝
「
筆
者
の
主
張
」 

 
→

「
大
事
な
こ
と
」
に
、
線
を
引
き
な
が
ら
読
み
進
め
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
② 

話
題
を
、
か
た
ま
り
で
つ
か
む
。 

 
→

「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
同
じ
話
題
か
」
を
考
え
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
③ 

具
体
例
は
、
筆
者
の
主
張
を
理
解
す
る
た
め
の
道
具
。 

 
→

「
た
と
え
ば
」
で
始
ま
る
部
分
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
は
（ 

 

）
で
く
く
る
。 

 
→

具
体
例
は
軽
く
読
む
。
具
体
例
の
前
後
に
書
か
れ
て
い
る
主
張
を
、
丁
寧
に
読
む
。 

 
→

複
数
の
具
体
例
が
並
ん
で
い
る
場
合
は
、
共
通
点
を
考
え
る
。 

 
→

具
体
的
な
表
現
を
、
抽
象
化
し
て
理
解
す
る
。 

 

ポ
イ
ン
ト
④ 

疑
問
文
は
、
主
張
を
導
く
。 

 
→

問
題
提
起
型
疑
問
文
は
、
答
え
を
探
せ
。
答
え
が
主
張
に
な
る
。 

 
→

強
調
型
の
疑
問
文
は
、
疑
問
文
自
体
が
主
張
。 

  

ポ
イ
ン
ト
⑤ 

対
比
を
整
理
す
る
。 

 
→

筆
者
に
と
っ
て
○＋
の
意
見
か
○－
の
意
見
か
を
整
理
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。 

    

☆
文
学
史
☆ 

 

永
井
荷
風
（
な
が
い 

か
ふ
う
） 

一
八
七
九
年
～
一
九
五
九
年
。 

実
業
家
の
も
と
に
生
ま
れ
親
の
意
向
で
ア
メ
リ
カ
留
学
を
す
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス

文
学
を
身
に
つ
け
て
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、『
あ
め
り
か
物
語
』『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
を
発
表
。
慶
應
義
塾
の
大
学
の
教
授
と
な
り
、

「
三
田
文
学
」
を
創
刊
す
る
。
明
治
末
期
か
ら
は
江
戸
文
化
に
回
帰
し
戯
作
者
の
よ
う
に
生
き
た
。
主
な
作
品
に
『
腕
く
ら
べ
』『
つ

ゆ
の
あ
と
さ
き
』『
濹
東
綺
譚
』『
断
腸
亭
日
乗
』
な
ど
が
あ
る
。 

     



☆
文
法
☆ 

口
語
文
法
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
。。 

さ
ら
に
詳
し
く
学
習
し
た
い
場
合
は
、
講
座
内
で
言
及
し
た
『
国
語
便
覧
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

口
語
＝
話
し
言
葉 

文
語
＝
文
章
だ
け
に
用
い
る
特
別
の
言
葉 

 

【
品
詞
表
】 

「
単
語
」
に
は
、「
自
立
語
」
と
「
付
属
語
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

   
 
―

活
用
す
る―

―

単
独
で
述
語
に
な
れ
る―

用
言―

事
物
の
動
作
・
存
在
を
表
す―

ウ
段
で
終
わ
る―

動
詞 

語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
物
の
性
質
・
状
態
を
表
す―

 

い 

で
終
わ
る―

形
容
詞 

立―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ 

で
終
わ
る―

形
容
動
詞 

自 

 
 
―

活
用
し
な
い―

主
語
に
な
れ
る―

―
―
―

体
言―

事
物
の
名
前
を
表
す―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

名
詞 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

修
飾
語
に
な
る―

体
言
を
修
飾
す
る―

―
―
―
―
―
―
―

連
体
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‐

主
に
用
言
を
修
飾
す
る―

―
―
―
―
―

副
詞 

  
 
 
 
 
 
 
 
‐

主
語
に
な
れ
な
い―

―
―

接
続
語
に
な
る―

前
の
語
句
を
受
け
て
あ
と
に
続
け
る―

接
続
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

独
立
語
に
な
る―

呼
び
か
け
・
応
答
・
感
動
・
挨
拶―
―

感
動
詞 

  

語 
―

活
用
す
る―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

主
に
用
言
や
他
の
助
動
詞
に
つ
い
て
意
味
を
添
え
る―

―
―
―
―

助
動
詞 

属―
 

付 
―

活
用
し
な
い―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

他
の
後
に
つ
い
て
文
節
と
文
節
の
関
係
を
示
し
、
あ
る
意
味
を
添
え
る―

―

助
詞 

   (

例
題)

古
文
の
よ
う
に
、
品
詞
分
解
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

私
は
昭
和
女
子
大
学
の
学
生
で
す
。 

   

【
助
動
詞(

意
味
に
よ
る
分
類)

】 

①
受
け
身
・
尊
敬
・
自
発
・
可
能…

れ
る
・
ら
れ
る 

②
使
役…

せ
る
・
さ
せ
る 

③
希
望…

た
い
・
た
が
る 

④
否
定
〈
打
ち
消
し
〉…

な
い
・
ぬ
（
ん
） 

⑤
意
志
・
推
量
・
勧
誘…

う
・
よ
う 

⑥
確
認
・
過
去
・
完
了
・
存
続…

た 

⑦
丁
寧…

ま
す 

⑧
断
定…

だ
・
で
す 

⑨
推
定
〈
様
態
・
伝
聞
・
比
況
な
ど
〉…

ら
し
い
・
よ
う
だ
（
よ
う
で
す
）・
そ
う
だ
（
そ
う
で
す
） 

⑩
否
定
の
意
志
・
否
定
の
推
量…

ま
い 


